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１．教育目標  

本校教育目標 

～だれもが輝きひびき合う学校をめざして～ 

《キャッチフレーズ》 やさしさと笑顔いっぱいの学校 

《教育目標》「豊かなこころ」「確かな学力」「健康な身体」の育成 

 

 

 

 

２．経営方針  

めざす学校     どんなときでも「あいさつ」「笑顔」を大切に！ 

めざす子ども像 「小さな成功体験」を重ねることで自信を持ち、自己肯定感、自尊感情 

が高まり、自分のこと が好きになる。失敗を恐れず挑戦する心が養われる。  

自分のことを大切に思う気持ちが、他の人のことも同じように大切に思うことにつながる。 

めざす学校像 

〇明るい学校 

〇楽しい学校 

〇開かれた学校 

めざす子ども像 

〇人の気持ちがわかる子 

〇すすんで学ぶ子 

〇元気でたくましい子 

 

めざす教師像 

〇人権意識を大切にする教師 

〇授業を工夫改善し研修に努める教師 

〇チームを意識し緊密に連携協力する教師 

 



自己有用感を持てるような学級での活動、居場所作りも同様に自尊感情の育ちにつながる。 

自己肯定感や自尊感情が高くなることが、すべての活動の土台の安定につながる。 

        ⇒『生きる力』の育成 

そのために・・・『ともに学び ともに育つ』という視点や『個別最適化された学び」が必要！ 

めざす教師像 

  人権意識の向上に努める。（研修への積極的参加） 

教師は、同じ仲間である教職員、児童、保護者、そして地域の人々とともに学び、育って

いくという「謙虚な姿勢」が必要。「我以外皆我師」「人みな我が師」 

 一人でできることは小さなことでしかないので不安になったり、 

迷ったりするのは当たり前のこと。困ったことはどんなことでも 

仲間と共有し、一緒に取り組めばいい。 

カバーし合える仲間がいるから、失敗を恐れず、 

挑戦していける。貪欲に！ 

《重点目標》 

◆『ともに学び ともに育つ』支援教育の視点に基づいた学校作り 

個性を認め尊重し合い、協力し、だれもが安心して学べる「授業」「学校環境」を作る 

  ・児童それぞれの良さを認め、生かし、寄り添い、助け合う姿勢を大切にしたクラス作り 

       つねに情報共有を意識し、９つのクラスがつながった学校作り  

  ・教職員それぞれの良さを発揮し、補い合い、組織的に取り組む職員室作り 

『チーム千早小吹台』 

◆教育の個別最適化の推進、次世代型学習への挑戦 

  一人１台端末を活用するための研究、実践を推進し、従来のノート学習の見直しとともに、

次世代型学習のあり方を追求する      

  ・デジタル教科書、ＡＩドリル、グーグルクラスルーム等を活用しながら、個別最適化され

た学びと協働学習のあり方、可能性について研究していく。   『タブレットの日常化』 

  ・自学自習を進めるためのノート作り  

◆特色ある学校作りの推進 

  地域と連携を取りながら、学校教育の課題に取り組むとともに、郷土である大阪府唯一

の村「千早赤阪村」に誇りと愛着を持ち、さらに広い世界ともつながろうとする子どもた

ちを育む。 

・郷土学習を進める。（歴史・自然・名所など） 

・国際理解学習を進める。                       

 ・発信していくための言語活用能力（日本語･英語）を高める。 

 

めざす

学校像 

めざす 

教師像 

めざす 

子ども像 



３．本年度の重点目標、具体的な取り組み内容、自己評価、次年度に向けての改善策  

 
  Ⅰ 社会を生き抜く、確かな学力づくり 

Ｐ 

重
点
目
標 

（1）学習習慣の定着と言語能力の育成， 

     SE事業 研究テーマ「論理的に考え、根拠をもって表現する力の育成」 

     外国語科・外国語活動 研究テーマ「低・中学年…音声に十分に親しませる授業づくり」 

                                   「高学年…自分の想いを伝える言語活動の設定」 

Ｄ 

具
体
的
な
取
り
組
み
内
容 

①「学習用具のきまり」プリントによる学習姿勢を育む取り組み 

②「学級づくり・授業づくりスタンダード」を意識した「学級づくり」「授業づくり」 

③自分の考えを書く活動の充実 

④基礎学力を定着させるための朝学習の実施 

・国語タイム（新聞を活用した読解など）、算数タイム（計算力などの定着） 

・読書タイム（本に親しむ） 

⑤効果的な習熟度別授業を 3年生以上で実施 

⑥読書活動の充実としてホームリーディング活動（1１/1～３０）の実施 

    ・学校図書館司書との連携、委員会活動（おすすめの本紹介など） 

⑦ICT機器の活用実践交流 

Ｃ 

自
己
評
価
／
成
果
と
課
題 

①あまり守ることができていない学級もあることが分かった。中身の再検討も必要。 

②チェックリスト形式にかたちを変更し、より意識しやすいものとした。１⇒２⇒３学期と、少しずつ自己評価が

上がっている職員も複数名おり、意識するためのものとして効果的であったのではないかと思う。 

③「書く」に関する系統性を意識した授業作り、「書く」ことを積極的に取り入れた授業作りをめざした。各ク

ラスの国語の学習の様子を発信することで、教員同士学び合う機会になった。 

④今年度は国語タイムにおいて、教室で児童と一緒に読解教材や小論文などに取り組むことにした。これに

よって、児童への指導が具体的にできるようになり、効果的であった。 

⑤習熟度別に分けることによって、児童一人ひとりに対してきめ細やかな手立てを打つことができたり、さら

なる発展問題を用意してどんどん問題にチャレンジさせたりすることができた。単元によっては、一斉で行う

方が効果的な場合は TTで授業を行うこともあった。職員が二人いることの利点を大いに生かした授業を

実施することができた。 

⑥ホームリーディング活動では、①ジャンルの違う本に触れることができた②同じ本を読み感想を

共有することができた③好きな作家の本について友達と話す機会になった④家庭で本を読む機会

を作ることができたなど、子どもたちが「本」「友達」とつながる機会となった。一方で、取り組

みが学年によっては読書活動の充実にあまりつながらなかった場合もあった。 

⑦新しく導入されたロイロノートについて、その活用方法を深めたり広げたりするために、活用実

践共有会を行った。全教員が必ずロイロノートを活用した実践を報告することにし、まずは全員

が「使ってみる」ことを今年度は行った。 

Ａ 

次
年
度
に
向
け
て 

①部で検討ののちに新年度に提案する予定。 

②来年度も、同じような方法で実施したい。 

③「書く」活動を取り入れた授業を継続して行っていく。 

④来年度は算数タイムにおいても、職員朝会を減らし、児童と一緒に取り組む予定。 

⑤習熟度別のための人材がいるのであれば、来年度も同じような方法で実施したい。 

⑥児童の実施状況について児童アンケートを行い、来年度の実施方法について検討する予定。 

⑦来年度以降は、ロイロノート以外の ICT ツールも活用しながら、効果的な活用方法について検討

していく。 

 



３．本年度の重点目標、具体的な取り組み内容、自己評価、次年度に向けての改善策  

  Ⅱ 豊かな心、たくましい人づくり 

Ｐ 

重
点
目
標 

（４）体力・運動能力，（５）食育 

○体育…体育活動を通して、運動の楽しさや喜びに触れさせ、運動好きな子どもを育成する。 

○食育…給食を通して豊かな心情を育て、正しい食生活のあり方を身に着けさせる。 

○保健…自分の心や体をよく知り、大切に守り育てる子どもの育成に努める。 

 

Ｄ 

具
体
的
な
取
り
組
み
内
容 

〇体育 

① 体力向上…様々な体力の向上のため、スポーツテストを３～６学年合同で実施 

          体力づくりのため、かけあし運動・マラソン大会、なわとび教室を実施 

② 水泳指導…泳力に注目して取り組む。昨年度から指導内容を変え、3年生でふし浮き、 

          4年生と高学年で１３ｍクロールを行う。 

また、着衣水泳を昨年度から引き続き実施 

③ 運動会…日頃の取り組みの発表の場、またつくり上げていく楽しさや達成感を味わわせる   

ために実施 

④ アクションプラン…スポーツテストから考察し、「体力づくりアクションプラン」を作成する。 

〇食育 

⑤ 感染予防に配慮し、手洗い消毒の徹底、配膳・喫食の工夫を行う。 

⑥ 実際の給食を題材に、地場産物や栄養、魚の上手な食べ方等について指導を行う。今年度

は「食事マナー」を食育重点項目とし、食器の並べ方やお箸の持ち方について指導を行う。 

⑦ 教科と関連し、「やさい」「朝ごはん」等について食育を行う。 

⑧ 食事マナー向上のため、児童保健委員会で豆つかみ大会の取り組みをさせる 

〇保健 

⑨ 暑さ指数の掲示物を見て、児童自ら熱中症を予防する行動を取れるよう指導する 

⑩ 5年生や教職員対象の、より実践的な救命救急講習を行う 

⑪ 児童が能動的に参加し、行動変容につながる学年に応じた保健指導を行う 

⑫ 運動器検診の事後措置や肥満傾向児童の栄養指導など、個別又は集団での指導を行う。 



Ｃ 

自
己
評
価
／
成
果
と
課
題 

〇体育 

① スポーツテスト・・・柔軟性や瞬発力を測る項目では、全国や大阪府を上回る記録になって 

    いた。しかし力強さを測る項目に課題がみられた。 

   かけあし運動・マラソン大会 

・・・かけあしタイムだけでなく、体育の時間にも同じ距離を何度か走り、タイ

ムを記録していくようにした。そのため、自分で目標を立て走る意欲につ

ながっていた。 

   なわとび教室・・・高学年の回数の確保するため、検定者を４・５・６年生にして実施。また、雨

の日も実施したことで回数の確保ができた。 

② 昨年度から引き続き評価をせず、個々の能力を調査する年度とした。指導内容を変更したこ

とにより、元の評価基準にある指導内容に近づけることができた。 

③ 細かな反省はあったものの、大きなトラブルもなく実施できた。 

④ 握力や持久力、に課題が見られた。サーキットなどの運動を発信して活用してもらうよう、引

き続き行っていく。例年の握力の課題は機械によるものかもしれないので、来年度は握力計

を中学校に借りて実施する予定。 

〇食育 

⑤ 前向き喫食は解除されたが、引き続き、感染予防に配慮し、手洗い消毒の徹底を行った。 

⑥ 全学年給食指導を実施し、地場産物や栄養、魚の上手な食べ方等について指導した。全学

年で食器の並べ方、お碗の持ち方について指導し、改善が見られた。 

⑦ 全学年で教科と関連した食育を実施した。社会科や道徳科とも関連できた。 

⑧ お箸の持ち方を取り上げ、上手な持ち方動画の作成や豆つかみ大会の運営を通じて、楽し

みながら食事マナーを向上することができた。 

〇保健 

⑨ 期間中、１日 3回計測し運動場出入口に掲示。水筒忘れの児童へは、ペットボトルの水の貸

し出しを引き続き行っている。 

⑩ ５年生へは富田林消防署作成のＤＶＤを用いて、教職員へは健康教育部主催で各役割を明

確にして実施した。 

⑪ 身体測定時、学年ごとに年６回保健指導を実施。ICTを活用した保健指導も行った。 

⑫ 保護者の協力も仰ぎ実施した。運動器検診では、児童の実態に即した事後措置ができ、半

数以上が改善した。個別栄養指導では、栄養教諭ともに毎月実施し、肥満度が改善した。 

Ａ 

次
年
度
に
向
け
て 

〇体育 

・スポーツテスト・・・固定施設、遊具を使うドリル形式の運動や、サーキット運動を取り入れる。 

スポーツテストでの記録測定までに経験を積ませる。 

・運動会・・・開催時期が変更されるので、会場設営やタイムスケジュールを検討しながら実施す 

る。 

・マラソン大会・・・走行距離は今年度と同様で実施。また、当日までの個々の進捗も記録してお

く。 

・水泳・・・今年度の実態をもとに来年度の評価基準を考えていきたい。 

 

〇食育…実態を踏まえた食育重点項目の設定および、個別相談指導の充実に取り組む。 

 

〇保健 

保健指導…実施回数は削減するが、睡眠や朝食など生活習慣について改善できるよう、より充 

実した内容を実施する。 

 

 



３．本年度の重点目標、具体的な取り組み内容、自己評価、次年度に向けての改善策  
 

  Ⅲ 魅力ある教育環境づくり（3-1安心安全な学校づくりの推進） 

Ｐ 

重
点
目
標 

（1）いじめ・虐待防止，（3）防災教育 

生活指導目標「全校一貫した指導により、一人ひとりに基本的な生活習慣を身に着けさせる」 

            「自分で考え、自主的・意欲的に行動できる力をつける」 

            「お互いの人格と人権を尊重しながら望ましい集団を育成する」 

重点目標「全校一貫した指導により一人ひとりに基本的な生活習慣を身につけさせ、 

一人ひとりを尊重し、ともに高めあえる集団作りを目指す」 

Ｄ 

具
体
的
な
取
り
組
み
内
容 

(1)-1 「こころとからだと、くらしのアンケート」を月１回行い、些細な変化を見逃さないように 

する。 

-2 有事の際には、「いじめ・不登校対策委員会」「ケース会議」を開き、チームで対応、 

協議する。 

-3 「気になる児童」については、経過観察するとともに、職員会議で全体に情報共有する。 

-4 委員会活動、なかよし班活動（週１回のなかよし班掃除、月１回のなかよし班遊び 

など）、クラブ活動では、高学年を中心に自主的に活動する。 

(3)-1 「不審者侵入時の対応について」の見直しを行い、火災や地震・不審者対応の避難訓

練を行う。 

-2 被災時を想定した引き渡し訓練では、教室ではなく運動場からの引き渡しを行う。 

   ‐3 学期に 1回“クラスＤＥ防災”週間を行い、災害時の行動や避難経路の確認を行う。 

Ｃ 

自
己
評
価
／
成
果
と
課
題 

（１）－１ ・３ 職員会議前に、「こころとからだとくらしのアンケート」や普段の子どもたちの様子

を低・中・高学年部会で話し合うことをきちんと行うよう、徹底を呼び掛けた。部会・会議中に、職

員間できちんと共有することで、学校全体の子どもたちを、職員全員で見守ろうと意識すること

ができた。 

（１）－２ 本年度も、「ケース会議」を行い、問題改善に向けて職員で話し合い、対策を立てて実

行した。外部機関との連携も進め、校内だけでなく大きな枠組みの中長期的なスパンで児童に

向き合い、手立てを考えた。そのため、良い方向に向かっている。 

（１）－４ 委員会活動やなかよし班活動、クラブ活動では、高学年を中心に異年齢集団での活

動を行うことができた。委員会では、子どもたちの意見を取り入れた活動を多く行っており、子ど

も中心な自主的な活動ができていた。6 年生の行動は、下級生の行動のモデルとなっていた。

なかよし班そうじ、なかよし班遊び、縦割り遠足、なかよしお別れ会など、異学年で様々な活動を

行う中で、各学年でも活動に臨む意義を伝え、心を育てるよう意識してきた。このような継続的

な活動を通して、縦割班活動は代々受け継いでいくことができる。 

（３）－１ 昨年度の課題を踏まえて、不審者に対して複数で対応できるように、「不審者侵入時

の対応について」を作り変えた。それをもとに行った不審者対応避難訓練では、迅速な対応が

できご指導に来ていただいていた警察の方にも高く評価していただいた。他の避難訓練も計画

的に行うことができた。 

（３）―２ 昨年度までの防災士のアドバイスをもとに、今年度は運動場で引き渡し訓練を行うこ

とを計画した。雨天のため、教室からの引き渡しになったが、運動場からの引き渡しについての

案を考えることができたので、有事の際にはどちらでも対応できる体制ができた。 

（３）―３ 学期毎に“クラスで防災”週間を行うことで、いつどこで災害が起きても、対応していく

ことの大切さを子どもたち自身が意識するきっかけとなった。 

Ａ 
次
年
度
に 

向
け
て 

(1)引き続き、未然防止に取り組み、有事の際には迅速なチームでの対応を行える体制を作る。 

 

(3)被災時を想定した引き渡し訓練では、運動場からの引き渡しを実施。 

 



３．本年度の重点目標、具体的な取り組み内容、自己評価、次年度に向けての改善策  
 

  Ⅲ 魅力ある教育環境づくり（3-2学校および教職員の資質向上） 

Ｐ 

重
点
目
標 

（１）学校運営・評価，（２）教職員研修の充実，（３）働き方改革，（４）地域学校協働活動，（５）不祥事・ﾊﾗｽﾒﾝﾄ防止 

（１）だれもが輝きひびき合う学校をめざして、教職員それぞれの良さを発揮し、補い合いあえ 

  る雰囲気づくりをすすめる。「チーム千早小吹台」として組織的に学校運営に取り組んでい

く。 

（２）教職員一人一人が自分の良さに自信をもち、様々なことにチャレンジすることを推奨し、

全教職員のスキルアップを目指す。 

（３）教師は、同じ仲間であるという意識を高め、一緒に取り組めば安心という雰囲気づくりを 

  大切にする。仲間がいるから、失敗を恐れず、安心して挑戦していけるようにし、職員のメン 

タルヘルスを整える。無駄を省き、効率的な働き方を積極的に取り入れる。 

（４）学校支援地域本部の組織を核にし、地域と連携を取りながら、学校教育の課題に取り組

む。また、SE 事業・国際理解教育を推進し、自分の思いを分かりやすく発信していくための

言語活用能力（日本語･英語）を高める。 

（５）不祥事・ﾊﾗｽﾒﾝﾄ防止に努め、教育公務員としての自覚を促す。 

Ｄ 

具
体
的
な
取
り
組
み
内
容 

（１）学校評価について、教務・研修部と生徒指導部、健康安全部の 3部会において、ＰＤＣＡ 

により、目標を立て、具体的に取り組む。また、行事等でその都度全員で反省を書き、円滑 

に運営できた点や児童が成長した点を教職員でお互いに賞賛し、今後にむけての改善点 

を具体的に検討する。 

（２）教職員に必要と思われる研修や本人が希望する研修への参加を促し、研修中の学校体 

制を整えるようにする。研修後のレポートや周知についても本人と確認し、成果があるように 

する。 

（３）全教職員の毎日の様子を把握するため、コミュニケーションを図り、精神面のケアを図る。

終業後の退勤を促す声掛けをすることはもちろん、会議や研修などの時間を保障するため

に、児童の教育活動に影響のない範囲で、短縮校時などを設定する。 

会議の効率化を図るため、ペーパーレス会議や、事前に資料を提出し、読んでおくことの徹 

底を図り、終業時間内に終わるようにする。 

（４）学校支援地域本部の活動を維持するとともに、意見を取り入れながら改善していく。学校 

行事における地域連携を意識し、情報を発信しながら協力し合える関係を築いていく。 

（５）職員会議等の際に、毎回不祥事・ﾊﾗｽﾒﾝﾄ予防についての研修機会を設け、事例について 

も情報提供する。 



Ｃ 

自
己
評
価
／
成
果
と
課
題 

（１）学校評価について、教務・研修部と生徒指導部、健康安全部の 3部会において、ＰＤＣＡ 

により、目標を立て、具体的に取り組むことができた。行事等について、その都度得た反省を 

まとめて共有し、円滑に運営できた点や児童が成長した点を教職員でお互いに称賛し、今 

後にむけての改善点を具体的に検討することができた。 

（２）村内外の各研修に積極的に参加する教員が増え、研修後の報告をすることによって、全 

職員のスキルアップが図れた。また SE事業での研修を通して、教職員が同じベクトルに向 

かって考えることができた。担当者が「ＳＥ通信」にまとめることで、最後まで全職員で課題 

を共有し、共通意識をもって取り組むことができた。 

東小研での部長や副部長、研究授業などを引き受けるなど、学校全体としてより積極的な

研修参加の姿勢がみられた。 

（３）気軽に相談できる職員室の雰囲気を作り、悩みを一人で抱え込まず、どんなことでも仲 

間と共有し、一緒に取り組んでいけるように組織的に動けた。コミュニケーションを図り、教 

職員の様子を把握することはできたように思う。 

全職員が仕事の効率化を意識し、積極的に意見は出しつつ、会議の時間が縮小された。 

  また、各教職員が意識することで、集中して業務に当たる時間も増えた。 

（４）学校支援地域本部の打ち合わせを適宜実施し、迅速にサポート体制を組むことができ 

た。ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰが１名増えた。運動場の草抜きにおいても、声掛けを含めて中心となって動い 

ていただき、運動会を良い状態で実施することができた。 

（５）職員会議や職員朝礼等の機会に不祥事・ﾊﾗｽﾒﾝﾄ防止研修を行い、事例についても情報 

提供した。特に問題となる事案はなく、全職員が高い意識を持って職務に当たることができ 

ていた。 

Ａ 

次
年
度
に
向
け
て 

（１）行事ごとの反省をまとめて、共有や検討をするために、今よりもっと反省への回答率を上

げたい。また、児童の成長した姿なども記入することで、共有していきたい。 

（２）ＳＥ事業を核としながら、他教科においても教職員の授業力をアップできるように、授業観 

察やミニ実技研修を実施したり、研修への参加を促したりする。 

（３）今後も児童の様子の情報共有を綿密に行い、必要があれば組織的に動くことを意識す 

る。 

（４）学校支援地域本部の活動内容の維持・充実に向けて、発信の充実を図り、今後も地域の 

方々への協力をお願いしていく。 

（５）職員会議の際に不祥事・ﾊﾗｽﾒﾝﾄ防止に向けて、適宜研修を続けていく。 

 

 



４．教育自己評価  

【教職員による評価】 

・出張や体調不良等でお休みの場合も、いつも教務部が代行体制を組んでくれるのでありがたい。 

学校によっては、各自で代行を依頼しないといけないところもある。専科や支援の先生方が快く代

行に入って下さるので、今の代行体制が組めているのが本当にありがたい。 

・ワーキンググループの結成は、必要な内容について複数名で検討したり提案したりすることがで 

きたので意義があったと思う。 

→チーム学校として組織的に動くことで、精神的にも安定して仕事ができる。 

・どの学年もＩＣＴ（タブレットＰＣ等）を活用する機会が増え、一つの道具として使える児童も増えて

きている。今年度の効果的だった活用例（教科・単元等）を年度末に共有して、来年度以降の参

考にできるとありがたい。 

→ＩＣＴの効果的な活用が進んでいる。 

・短縮校時を多く設定してもらったため、放課後余裕ができました。働き方改革につながった。 

・短縮校時や学期初めの４時間授業で、ゆとりができてよかった。 

→働き方改革を具体的に進めることができたので、心に余裕が生まれ、メンタルヘルスケアに繋

がった。 

・たくさんのボランティアさんが協力してくださり、本当にありがたい。 

→児童の学習の保障だけでなく、教職員の安心につながっている。 



【学校教育自己診断】 



５．学校関係者評価  
学校評価の内容を踏まえて、学校関係者から意見をもらい記録する。 

学校評議員会議より 

・「行事のお知らせを地域の方や高齢の方にも知らせてはどうか」「村の方全体が村の小学生が何をしているか 

わかるようになればいいと思う」「地域の方がもっと小学校を身近に感じられるようになればいいと思う」 

→ホームページなどを見ない高齢者や学校から遠い地区の方々にも、学校の様子が伝わるような方法を考え

たいと思う。数年前は学校だよりを校区に全戸配布していたが、印刷費用と地区ごとに分ける人手、時間がか

かったが、見ていただいた割合は低く効果がなかったことがあるので、他の方法を考えなければならない。 

・自分の子どもは「入学式の時に、あの時に手をつないでくれたおねえちゃん・おにいちゃんだ」と覚えているので、

２月の学校説明会の際の５年生との交流はよいものだと思う。 

・ＩＣＴタブレットが簡単に触れる時代だが、子どもたちはＩＣＴの危険性を学んでほしい。良い使い方もあれば、こ 

わい思いをすることもある。子どもたちがハッとするような（危険性が分かる）情報教育の授業をして欲しい。 

→今後も時代の変化（低年齢化や悪質化）に合わせた内容の授業を行っていく。 

・高校に入ったら、一度は「村」とあだ名をつけられる。村出身であることを言わないようにしている子どももいる。

→「村の子」であることに誇りを持てるように、郷土学をすすめている。「村のよさ」を言えるように、また、からか

い等をはねかえせるような自信を持てるように、郷土学の実施を進めていきたい。 

 

６．第三者評価  

実施なし 

 


